
奥絵師
狩野家墓所

3D 画像の見方
１．リンク URL 先への移動（インターネット接続が必要）
　［スマホ・タブレットの場合］　アプリやカメラで QR コードを読み込む。
　［パソコンの場合］　PDF ファイルを開き、QR コード上をクリックする。
２．3D 画像共有サイト（Google Poly）に移り、画像が読み込まれる。
３．様々な角度や大きさで画像をご覧ください。
　　画面右上の　 アイコン→ヘルプ、から操作方法が確認できます。
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※ご注意ください※
１画像あたり 10MB ほどのデータ量があります。
必要に応じて Wi-Fi 接続環境等で閲覧ください。

・3Dデータの数や解説は今後も随時更新します。
・3Dデータおよび本紙の作成は学芸員の本間が担当しました。

霊宝殿 Poly アカウントでは本紙掲載
以外の 3D 画像も公開しています ⇦

…………………
池上本門寺

…………………
東京都指定史跡
…………………

［編集・発行］池上本門寺霊宝殿 2020.07.04
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ゴシック体表示 → 本門寺に墓所がある絵師

絵師狩野家は室町時代の正信より始まる。正信は室町幕府の御用絵師となり、後継の元信は画派としての工房を形成し、400 年続
く狩野派のシステムを確立した。江戸時代初期に探幽が江戸に降った後、狩野家の主流は４つの奥絵師（将軍お目見得格をもつ最
高位の御用絵師）の家系に別れ活躍するようにるる。現在、その画派や作品は「江戸狩野」として知られている。本門寺は奥絵師
各家の菩提寺で、境内には絵師の墓所が残る。霊宝殿には「江戸狩野」作品を中心とする狩野派コレクションや、位牌や墓所出土
品を収蔵・保管している。

本図の絵氏名は「号」+「実名」で表記している。　例：号「祐勢」+実名「正信」
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ゴシック体表示 → 本門寺に墓所がある絵師

絵師狩野家は室町時代の正信より始まる。正信は室町幕府の御用絵師となり、後継の元信は画派としての工房を形成し、400 年続
く狩野派のシステムを確立した。江戸時代初期に探幽が江戸に降った後、狩野家の主流は４つの奥絵師（将軍お目見得格をもつ最
高位の御用絵師）の家系に別れ活躍するようにるる。現在、その画派や作品は「江戸狩野」として知られている。本門寺は奥絵師
各家の菩提寺で、境内には絵師の墓所が残る。霊宝殿には「江戸狩野」作品を中心とする狩野派コレクションや、位牌や墓所出土
品を収蔵・保管している。

本図の絵氏名は「号」+「実名」で表記している。　例：号「祐勢」+実名「正信」
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ゴシック体表示 → 本門寺に墓所がある絵師

絵師狩野家は室町時代の正信より始まる。正信は室町幕府の御用絵師となり、後継の元信は画派としての工房を形成し、400 年続
く狩野派のシステムを確立した。江戸時代初期に探幽が江戸に降った後、狩野家の主流は４つの奥絵師（将軍お目見得格をもつ最
高位の御用絵師）の家系に別れ活躍するようにるる。現在、その画派や作品は「江戸狩野」として知られている。本門寺は奥絵師
各家の菩提寺で、境内には絵師の墓所が残る。霊宝殿には「江戸狩野」作品を中心とする狩野派コレクションや、位牌や墓所出土
品を収蔵・保管している。

本図の絵氏名は「号」+「実名」で表記している。　例：号「祐勢」+実名「正信」
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・ゴシック体は本門寺に墓所のある絵師・ゴシック体は本門寺に墓所のある絵師
・名前左上の数字は当主の世代・名前左上の数字は当主の世代
・囲み内の数字は、右側の墓所位置図に対応・囲み内の数字は、右側の墓所位置図に対応
・一部の 3D画像は表紙掲載のものと重複・一部の 3D画像は表紙掲載のものと重複

※鍛冶橋家は２代探信以降の墓は明治時代に合葬され、※鍛冶橋家は２代探信以降の墓は明治時代に合葬され、
　当主墓を改変した合葬碑２基（地図 29・30）が残る。　当主墓を改変した合葬碑２基（地図 29・30）が残る。
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絵師狩野家は室町時代の正信より始まる。正信は室町幕府の御用絵師となり、後継の元信は画派としての工房を形成し、400 年続
く狩野派のシステムを確立した。江戸時代初期に探幽が江戸に降った後、狩野家の主流は４つの奥絵師（将軍お目見得格をもつ最
高位の御用絵師）の家系に別れ活躍するようにるる。現在、その画派や作品は「江戸狩野」として知られている。本門寺は奥絵師
各家の菩提寺で、境内には絵師の墓所が残る。霊宝殿には「江戸狩野」作品を中心とする狩野派コレクションや、位牌や墓所出土
品を収蔵・保管している。

本図の絵氏名は「号」+「実名」で表記している。　例：号「祐勢」+実名「正信」

宗
家
・
中
橋
家

鍛
冶
橋
家

木
挽
町
家

浜
町
家

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
妙
法
蓮
華
経

妙法堂

植栽

井戸

筆塚

12

3

4

5

6

7

8 9

10

12

13

14

15
16

17

18

19

20

21

22

11

23
24

25

2627

28

29

30
多
宝
塔

五重塔

31

32
33

ａ地点（多宝塔西）

ｂ地点（多宝塔東） ｃ地点（五重塔西）

34

37

35

36

大堂

本殿

多
宝
塔

寺務所

仁王門

五
重
塔

総門

南之院

経蔵

車坂

大坊坂

長栄堂

日朝堂

日蓮聖人像

鐘楼

松濤園

朗峰会舘

妙法堂

〔a地点〕 〔b地点〕

〔c地点〕

歴代聖人御廟所

紀州徳川家墓所

理境院

日蓮宗
宗務院 朗子会館 区立

池上会館

日蓮聖人
御廟所

大坊本行寺

此
経
難
持
坂

本成院 本妙院

霊宝殿

当主 家族・門人

霊宝殿霊宝殿

3535
探幽分骨 2 合葬碑 29

https://poly.google.com/u/3/view/b5FklDK_fOb
https://poly.google.com/u/3/view/d4Ktrc81I8x
https://poly.google.com/u/3/view/4WLr4-AkuMj
https://poly.google.com/u/3/view/2U26PaTCZ1b
https://poly.google.com/u/3/view/7quuu-Ow72G
https://poly.google.com/u/3/view/auCU5BjDFOd
https://poly.google.com/u/3/view/183JM0CeOI4
https://poly.google.com/u/3/view/cyEqnJuhWEX
https://poly.google.com/u/3/view/0prZDmPfjhu
https://poly.google.com/u/3/view/0ak7-jCYR_q
https://poly.google.com/u/3/view/2LeP29s3WsO
https://poly.google.com/u/3/view/6nxUtaWj6Vn
https://poly.google.com/u/3/view/fJW3ABGDwZk
https://poly.google.com/u/3/view/8KcSkaJ6Ma9
https://poly.google.com/u/3/view/bElPGlH3TMl
https://poly.google.com/u/3/view/bGvTflSc3iS
https://poly.google.com/u/3/view/dtyKuVNzHMb
https://poly.google.com/u/3/view/5kSxt8bINLZ
https://poly.google.com/u/3/view/5kSxt8bINLZ
https://poly.google.com/u/3/view/5H7Tb-JJy2J
https://poly.google.com/u/3/view/5H7Tb-JJy2J
https://poly.google.com/u/3/view/8RHp9lOSqq0
https://poly.google.com/u/3/view/8RHp9lOSqq0
https://poly.google.com/u/3/view/4ap5OrL8vGD
https://poly.google.com/u/3/view/4ap5OrL8vGD
https://poly.google.com/u/3/view/5Q_7IStwUl-
https://poly.google.com/u/3/view/5Q_7IStwUl-
https://poly.google.com/u/3/view/6za1uhJnMPP
https://poly.google.com/u/3/view/3GHtEG3fq9n
https://poly.google.com/u/3/view/cyzCRMkTnwV
https://poly.google.com/u/3/view/cyzCRMkTnwV
https://poly.google.com/u/3/view/d4Ktrc81I8x
https://poly.google.com/u/3/view/d4Ktrc81I8x
https://poly.google.com/u/3/view/ek_0hnWvnMB
https://poly.google.com/u/3/view/6iZ2fVq4UWi
https://poly.google.com/u/3/view/3GHtEG3fq9n
https://poly.google.com/u/3/view/6za1uhJnMPP
https://poly.google.com/u/3/view/3OBV1xvohoA
https://poly.google.com/u/3/view/3OBV1xvohoA


探
幽
墓
碑
銘

でよむ
3D3D狩狩

野
探
幽
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
亡
く
な
り
、
当
山
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
子
息
の
狩
野
探
信
・
探
雪
に
よ
っ
て
こ
の
墓
碑

野
探
幽
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
亡
く
な
り
、
当
山
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
子
息
の
狩
野
探
信
・
探
雪
に
よ
っ
て
こ
の
墓
碑

が
建
ら
れ
ま
し
た
。
総
高
三・
五
ｍ
を
超
え
る
特
大
の
墓
碑
で
、
狩
野
派
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
探
幽
の
地
位
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
墓
碑
背

が
建
ら
れ
ま
し
た
。
総
高
三・
五
ｍ
を
超
え
る
特
大
の
墓
碑
で
、
狩
野
派
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
探
幽
の
地
位
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
墓
碑
背

面
に
は
、幕
府
儒
者
林
鵞
峰
の
撰
文
に
な
る
探
幽
一
代
記
「［
法
印
探
幽

面
に
は
、幕
府
儒
者
林
鵞
峰
の
撰
文
に
な
る
探
幽
一
代
記
「［
法
印
探
幽
齋齋※※

］
狩
野
守
信
碑
誌
并
銘
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
銘
文
は
『
古
画
備
考
』

］
狩
野
守
信
碑
誌
并
銘
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
銘
文
は
『
古
画
備
考
』

に
収
録
さ
れ
、
美
術
史
研
究
上
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
収
録
さ
れ
、
美
術
史
研
究
上
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。（（

※
欠
損
す
る
［
法
印
探
幽
齋
］
の
部
分
は
『
古
画
備
考
』
に
よ
り
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

※
欠
損
す
る
［
法
印
探
幽
齋
］
の
部
分
は
『
古
画
備
考
』
に
よ
り
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

3D 画像
より出力

探
幽
墓
碑
背
面

探
幽
墓
碑
背
面

https://poly.google.com/u/3/view/8W9GEuKXWBj

